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自己紹介

【名前】吉田 塁 (よしだ るい)【名前】吉田 塁 (よしだ るい)

【所属】東京大学大学院 新領域創成科学研究科

博士後期課程博士後期課程

【好きなもの・こと】

- プログラミング

- 学部時代は画像処理の研究、モデリングの重要性をここで
感じ、タイミングよくモデ脳と出会う

- 研究研究

- 現在、生体医工学 (医学+工学) に関する研究に従事

- 教育
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教育

- 高等教育システムを改善しようと日々精進中
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現代人が主に使う能力

Input → Process → Output
(入力)

Input →    Process    →    Output
(処理) (出力)

- Input (入力)

情報を収集する (信頼性、新古)

- Process (処理)

(× 論文引用で Yahoo 知恵袋)

Process (処理)

情報をまとめる (要素の抽出、整理) (× 全ての情報を載せる)

- Output (出力)

情報を表現する (配置 大きさ) (× 重要度と大きさが反比例)
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情報を表現する (配置、大きさ) (× 重要度と大きさが反比例)



現代人が主に使う能力

目的意識

(入力)
Input →    Process    →    Output

(処理) (出力)

- Input (入力)

(入力)

情報を収集する (信頼性 新古)

(処理) (出力)

( 論文引用で Y h 知恵袋)情報を収集する (信頼性、新古)

- Process (処理)

情報をまとめる (要素の抽出 整理)

(× 論文引用で Yahoo 知恵袋)

(× 全ての情報を載せる)

- Output (出力)

情報をまとめる (要素の抽出、整理)

情報を表現する (配置 大きさ)

(× 全ての情報を載せる)

(× 重要度と大きさが反比例)
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情報を表現する (配置、大きさ) (× 重要度と大きさが反比例)



モデ脳*とは
* UMLモデリング推進協議会(以後UMTP)が考案

• Unified Modeling Language(UML)

 UMLモデリング推進協議会(以後UMTP)が考案

A

g g g
を簡略化した表記法を用いる

Node Node B C

A

「もの」 「つながり」 「もの」の複数形 「もの」の分類

例

生物

車 タイヤ
もつ

動物 植物
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動物 植物



モデ脳で鍛えられる能力

目的意識

Input →    Process    →    Output

- Input (入力)

情報を収集する (信頼性、新古) (× レポートで Yahoo 知恵袋)

- Process (処理)

情報をまとめる (要素の抽出、整理) (× 全ての情報を載せる)

情報を抽象化し 具体化する [追加]

- Output (出力)

情報を表現する (配置 大きさ) (× 重要度と大きさが反比例)

情報を抽象化し、具体化する [追加]
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情報を表現する (配置、大きさ) (× 重要度と大きさが反比例)



情報を抽象化・具体化する重要性

- 会社の研修

- 新入社員による学びのまとめ
- ソフトウェア A の ～～ という使い方を学んだ

- 期待された学びのまとめ
- サーバの仕組み、動作を実機を使って学んだ

- リーンスタートアップ

- リーン生産方式リ ン生産方式
- 最低限のコストで最大限の生産性

ex.) TOYOTA のジャストインタイム生産方式

- リーンスタートアップ
- 最低限のコストで最重要な仮説の定量的検証
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ex.) MVP でコンバージョンレートの評価
(Minimum Viable Product)



関西大学での講義

- 2013年10月7日 約 50 名の学生に 90 分の講義2013年10月7日 約 50 名の学生に 90 分の講義

- 感想 (のごく一部)

- UMLモデルはプログラミングに使用するという先入観をもっ
ていたのですが、今回の講義で学ぶ中でもっと広義的に使
えるということがわかり 様々な面で活かせるようになりたいえるということがわかり、様々な面で活かせるようになりたい
と思いました。

- モデ脳を使いこなすことが出来たら情報を伝える 得るとき- モデ脳を使いこなすことが出来たら情報を伝える、得るとき
に便利だと思いました。モデ脳に答えが無いところがいいと
思います。具体例がとてもわかりやすかったです。思 ます。具体例 もわ りやす す。
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雨だれ石を穿つ

説明文説明文

ある雨の日、雨だれが石を打っていました。
当然ですが 雨だれ 滴が石を打 ても石の形は変わる当然ですが、雨だれ一滴が石を打っても石の形は変わる
ことなく、ただリズム良くピチョンピチョンと小気味よい音が
しているだけでしたしているだけでした。
雨が降るたびに、その石は雨だれに打たれ、心地よい音
を奏で続けました。
長い年月を経て石を見てみると、なんと雨の日に雨だれが
打っていた箇所に穴が空いているではありませんか。
長い年月を経て 雨だれが石を穿 たのです長い年月を経て、雨だれが石を穿ったのです。
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(穿(うが)つ : 穴をあける。掘る。突き通す。貫く。)



雨だれ石を穿つ

• 具体モデル具体
この話の内容をモデルに当てはめるとどうなりますか？
空いているところに、適切な語句を入れてください。

石の貫通

達成する 一つ一つは

雨だれの落下

ほぼ影響がない

(a) 雨だれの落下 (b) リズム (c) 音 (d) 長い年月 (e) 短い年月
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雨だれ石を穿つ

• 抽象モデル (抽象化)抽象 (抽象 )
この話を抽象化するとどうなりますか？
空いているところに、適切な語句を入れてください。

大きな目標大きな目標

達成する 一つ一つは
ほぼ影響がない

小さな努力

ほぼ影響がない

(a)長期間 (b) 短期間 (c) 大きな努力 (d) 小さな努力
(e)達成する (f) 破壊する

14



雨だれ石を穿つ

• 異なる具体モデル (具体化)異 具体 (具体 )
「ちりも積もれば山となる」も同様の構造を持っています。

具体モデルを作ってください。具体モデルを作ってください。

山

成り立つ

ちり

一つ一つは
ほぼ影響がない

成り立つ
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雨だれ石を穿つ

• 異なる具体モデル (具体化)異 具体 (具体 )
「ちりも積もれば山となる」も同様の構造を持っています。

具体モデルを作ってください。具体モデルを作ってください。

卒業

出席

一つ一つは
ほぼ影響がない

達成する
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猿も木から落ちる

• 単純な具体モデルと抽象モデル

さる 動物

たまに落ちる

木

たまに落ちる

植物木 植物
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猿も木から落ちる

• 目的意識をもった具体モデルと抽象モデル

さる 達人さる

たまにする

達人

たまにする

木からの落下 失敗
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猿も木から落ちる

• 具体モデルの応用

さる 弘法 かっぱさる

たまにする

弘法

たまにする

かっぱ

たまにする

木からの落下 筆の誤り 川流れ
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猿も木から落ちる

• 抽象モデルを改良していく

– モデルに Why? を入れ込む

達人 達人

達人

たまにする 不健康

たまにする

不注意

たまになる

失敗

不健康

失敗

まねく

不注意

失敗

まねく

失敗 失敗
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猿も木から落ちる

• 改良した抽象モデルを具体化する (不健康)

さる

たまになる

弘法

たまになる

かっぱ

たまになる

病気

まねく

睡眠不足

まねく

お皿が割れる

まねく

木から落下

まねく

筆の誤り

まねく

川流れ

まねく
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猿も木から落ちる

• 改良した抽象モデルを具体化する (不注意)

さる

たまにする

弘法

たまにする

かっぱ

たまにする

木登り中に果物を食べる

まねく

書道中に夜ご飯の想像

まねく

水泳中に好きな子の想像

まねく

木から落下

まねく

筆の誤り

まねく

川流れ

まねく
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コンコルドの誤り

説明文説明文

超音速旅客機「コンコルド」に莫大な費用をかけて開発してきたイギリ
スとフランス。スとフランス。
しかし、開発の途中段階で「コンコルド」が完成しても開発費用の採算
が取れない事が明らかになりました。つまり利用者から乗車賃を貰っ
て運用しても 採算が取れない計画だったのです 本来ならば 直ちて運用しても、採算が取れない計画だったのです。本来ならば、直ち
に開発を中止して損失を最小限にすべきですが、「今までの投資が無
駄になる」との理由で開発は続行されました。そしてその結果大赤字
にな てしまいましたになってしまいました。
このように、今までの努力が無駄になってしまうからと、非効率なプロ
ジェクトを続行してしまうことを「コンコルドの誤り」と呼びます。過去の
投資 どう 掻 も 返 ず 将来 損益 も全く影響を与投資は、どう足掻いても取り返せず、将来の損益にも全く影響を与え
ない「埋没費用」ですから、正しい判断をする上では無視しなければい
けません。しかし、人はこの埋没費用を考慮してしまい、誤った決断を
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下しがちなのです。



コンコルドの誤り

• 既存モデル (具体)既存 (具体)

【誤った判断】 【正しい判断】

続行か中止かの選択 続行か中止かの選択

【誤 断】 【 断】

将来の利益 将来の損失過去の投資過去の投資 将来の利益 将来の損失

中止の判断

将来の大赤字

続行の判断

将来の大赤字
考慮

無視

中止の判断

最小限の損失

続行の判断

大赤字
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コンコルドの誤り

• 既存モデル (抽象)既存 (抽象)

【誤った判断】 【正しい判断】

選択肢 選択肢

【誤 断】 【 断】

将来の利益 将来の損失過去の投資過去の投資 将来の利益 将来の損失

判断

将来の損益

判断

将来の損益
考慮

無視

判断

結果

判断

結果
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コンコルドの誤り

• 改善点①: 関連名を書く改善点① 関連名を書

【誤った判断】 【誤った判断】

続行か中止かの選択 続行か中止かの選択

過去の投資 将来の利益 将来の損失

将来の大赤字
考慮

過去の投資 将来の利益 将来の損失

将来の大赤字
考慮する

続行の判断

将来の大赤字
考慮

続行の判断

将来の大赤字
考慮する

考慮しない

大赤字

続行の判断

大赤字

生む
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大赤字



コンコルドの誤り

• 改善点②: 分類を正しく使う改善点② 分類を 使う

【誤った判断】 【分類の一例】

続行か中止かの選択 天気

【分類の 例】

過去の投資 将来の利益 将来の損失 晴れ 曇り 雨

将来の大赤字
考慮する

考慮しない

続行の判断
「過去の投資 」「将来の利益・損失」は
「続行か中止かの選択」ではない！

考慮しな

生む

28
大赤字

「続行か中止かの選択」ではない！
生む



コンコルドの誤り

• 改善点②: 分類を正しく使う改善点② 分類を 使う

続行か中止かの選択

過去の投資 将来の利益 将来の損失

判断時の考慮事項

過去の投資 将来の利益 将来の損失
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コンコルドの誤り

• 改善点②: 分類を正しく使う改善点② 分類を 使う

【誤った判断】

判断時の考慮事項

過去の投資 将来の利益 将来の損失

将来の大赤字
考慮する

考慮しない

続行の判断

生む
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コンコルドの誤り

• 改善点③: 重複の除去改善点③ 複 除去

【誤った判断】

判断時の考慮事項

過去の投資 将来の利益 将来の損失内容が重複している

将来の大赤字
考慮する

考慮しない

続行の判断

生む
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コンコルドの誤り

• 改善点③: 重複の除去改善点③ 複 除去

【誤った判断】

過去の投資 将来の利益 将来の損失

将来の大赤字
考慮する

続行の判断

考慮しない

大赤字

生む

32



コンコルドの誤り

• 改善点④: 不必要な要素の除去改善点④ 要 要素 除去

【誤った判断】
伝えたい内容に対して

直接関係ない

過去の投資 将来の利益 将来の損失

【誤った判断】直接関係ない

過去の投資 将来の利益 将来の損失

将来の大赤字
考慮する

続行の判断

考慮する

考慮しない

大赤字

生む
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コンコルドの誤り

• 改善点④: 不必要な要素の除去改善点④ 要 要素 除去

【誤った判断】

過去の投資

【誤った判断】

過去の投資

将来の大赤字
考慮する

続行の判断

考慮する

考慮しない

大赤字

生む
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大赤字



コンコルドの誤り

• 改善点④: 不必要な要素の除去改善点④ 要 要素 除去

【誤った判断】

過去の投資 将来の大赤字

【誤 た判断】

続行の判断

考慮する 考慮しない

続行の判断

生む

大赤字
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コンコルドの誤り

• 改善点⑤: 上から下、左から右改善点⑤ 、

【誤った判断】

過去の投資 将来の大赤字

考慮する

続行の判断

考慮する 考慮しない

大赤字

生む

大赤字

続行の判断を中心に下から上 上から下によませるモデルになっている
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続行の判断を中心に下から上、上から下によませるモデルになっている
下から上がある + 左から右を活用していない



コンコルドの誤り

• 改善点⑤: 上から下、左から右改善点⑤ 、

【 】

続行の判断 大赤字

【誤った判断】

生む続行の判断 大赤字

考慮する 考慮しない

生む

過去の投資 将来の大赤字
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コンコルドの誤り

• 既存モデル (具体)既存 (具体)

【誤った判断】 【正しい判断】

続行か中止かの選択 続行か中止かの選択

【誤 断】 【 断】

将来の利益 将来の損失過去の投資過去の投資 将来の利益 将来の損失

中止の判断

将来の大赤字

続行の判断

将来の大赤字
考慮

無視

中止の判断

最小限の損失

続行の判断

大赤字
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コンコルドの誤り

• 既存モデル (抽象)既存 (抽象)

【誤った判断】 【正しい判断】

選択肢 選択肢

【誤 断】 【 断】

将来の利益 将来の損失過去の投資過去の投資 将来の利益 将来の損失

判断

将来の損益

判断

将来の損益
考慮

無視

判断

結果

判断

結果
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コンコルドの誤り

• 改善モデル (具体 + 抽象)改善 (具体 抽象)

【誤った判断】 【正しい判断】

具体

続行の判断 大赤字

考 考

生む 中止の判断 大赤字生む

具体

過去の投資 将来の大赤字

考慮する 考慮しない

過去の投資 将来の大赤字

考慮しない 考慮する

判断 結果 判断 生む

抽象

過去の投資

判断 結果

将来の損益

考慮する 考慮しない

生む

過去の投資

判断 生む

将来の損益

考慮しない 考慮する

生む
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過去の投資 将来の損益 過去の投資 将来の損益



コンコルドの誤り

• 改善点⑥: 過度な抽象化をやめる改善点⑥ 度 抽象 を

【誤った判断】

判断 結果

考慮する 考慮しない

生む

過去の投資 将来の損益

続行の判断 黒字生む

過去の投資 将来の黒字

考慮する 考慮しない
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過去の投資 将来の黒字

これも誤った判断をした結果の具体モデルになってしまう



コンコルドの誤り

• 改善点⑥: 過度な抽象化をやめる改善点⑥ 度 抽象 を

【誤った判断】

誤った判断 悲惨な結果

考慮する 考慮しない

生む

過去の投資 将来の赤字
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コンコルドの誤り

• 改善モデル (具体 + 抽象)改善 (具体 抽象)

【誤った判断】 【正しい判断】具体

続行の判断 大赤字

考慮する 考慮しない

生む 中止の判断 大赤字

考慮しない 考慮する

生む

過去の投資 将来の大赤字 過去の投資 将来の大赤字

抽象

誤 た判断 悲惨な結果 正しい判断 妥当な結果

抽象

【コンコルドの誤りに陥っている判断】 【コンコルドの誤りを踏まえた判断】

過去の投資

誤った判断 悲惨な結果

将来の赤字

考慮する 考慮しない

生む

過去の投資

正しい判断 妥当な結果

将来の赤字

考慮しない 考慮する

生む
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過去の投資 将来の赤字 過去の投資 将来の赤字



まとめ

• モデリングは能力を上げる一つの手段として使える

– Process

• 情報をまとめる

• 情報を抽象化し、具体化する

– Output

• 情報を表現する

モデリング力を上げる 2つの方法• モデリング力を上げる 2つの方法

– 0 からモデルを作り上げる

既存のモデルを添削 (改善) していく– 既存のモデルを添削 (改善) していく
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